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令和６年11月26日 日程 

 

日 次 月  日 摘         要 

第１日 11月26日（火） 

所管事務調査 

子育て世帯への支援の充実について 

〔説明、質疑〕 

報告（こども育成課） 

 保育所給食における異物混入について 

〔報告、質疑〕 

所管事務調査 

現在の施設の状況及びグラウンドの不足について 

高齢者・障害者の健康づくりについて 

〔協議〕 
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１ 出席委員氏名 

 

  委員長 樋󠄀口伸一郎    

  副委員長 成冨牧男    

  委員 中川原豊志    

  委員 西依義規      

  委員 田村弘子 

  委員 緒方俊之 

  委員 牧瀬昭子 

 

２ 欠席委員氏名 

 

  なし 

 

３ 説明のため出席した者の職氏名 

 

健康福祉みらい部長 古賀達也 

こども育成課長 高松隆次 

こども育成課長補佐兼保育幼稚園係長 脇友紀子 

こども育成課子育て支援係長 野中潤二 

健康福祉みらい部次長兼健康増進課長兼保健センター所長 八尋茂子 

健康増進課長補佐兼保健予防係長兼保険年金課長補佐兼係長 井ノ上克子 

 

 

４ 出席した議会事務局職員の職氏名 

 

  議事調査係主任 古賀隆介 

 

５ 日程 

 

  所管事務調査 

子育て世帯への支援の充実について 
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〔説明、質疑〕 

  報告（こども育成課） 

   保育所給食における異物混入について 

〔報告、質疑〕 

  所管事務調査 

   現在の施設の状況及びグラウンドの不足について 

   高齢者・障害者の健康づくりについて 

〔協議〕 

 

６ 傍聴者 

 

  なし 

 

７ その他 

 

  なし 
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  午後１時10分開会 

                                          

樋󠄀口伸一郎委員長 

本日の文教厚生常任委員会を開会いたします。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

樋󠄀口伸一郎委員長 

本日の日程は所管事務調査といたしまして、３項目実施したいと思っております。 

なお、２項目めと３項目めは委員間での協議を行いたいと思いますので、あらかじめ御了

承ください。 

２項目めに関しては、今のメンバーになる前からずっとやってきて、執行部の考え方とか

もある程度も見えてきて、我々の質問も出るだけ出たということを踏まえて、２項目めは委

員会としてどうするのかということで御意見を頂戴したいと思っております。 

３項目めは、執行部から現状の取組を聞いたわけでもなくて、これからどのように議論を

進めていくのか、どのような方向性でいくのかということの御意見を頂きたいと思いますの

で、よろしく御協力をお願いいたします。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  所管事務調査 

 

子育て世帯への支援の充実について 

                                          

樋󠄀口伸一郎委員長 

それでは初めに、子育て世帯への支援の充実について所管事務調査を行います。 

この件に関し、執行部に現状の取組内容等について御説明をお願いさせていただいて、資

料を御準備していただいております。まずはこれにつきまして、執行部から御説明をお願い

したいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

高松隆次こども育成課長 

ただいま委員長より御紹介ありました、鳥栖市の子育て世帯への支援の充実についてとい
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うことで、担当のこども育成課から御説明差し上げます。 

配付させていただいています資料につきましては、鳥栖市の子育て支援についてというこ

とで、Ａ４横長の資料をつけております。この資料につきましては、行政視察とか、各種出

前講座等に当課が利用している資料を流用させていただいております。なお、データ的なと

ころで最新の国勢調査の情報とかまだ間に合っておりませんので、ついていない部分もござ

いますので、御了承いただきたいと考えております。 

最初にデータ的なところの説明でございます。資料１ページをお願いいたします。鳥栖市

の現状ということで載せさせていただいております。 

鳥栖市の地域性ということで、御存じかと思いますけれども、人口や世帯数は着実に増加

しています。ただ、世帯当たりの人数は減少しており、子育て世帯においても核家族世帯が

増加している特徴がございます。 

年少人口割合は全国平均14.9％よりも高くございますが、老齢人口は全国平均28.6％より

低い状況です。 

鳥栖市においては平成27年度までは増加していた年少人口が減少に転じており、例外なく

少子高齢化の進行が見て取れるところでございます。 

下の表は国勢調査のデータで令和２年度までになっておりますけれども、年少人口は平成

22年度と令和２年度と比較いたしまして、平成22年度が16.68％ございましたものが、令和２

年度については15.10％と減っているところでございます。あと、特徴といたしまして、遠方

から転入してきた核家族世帯が比較的多いと。 

その下ですけど、転勤世帯の平均在住期間は大体５年間でサイクルしているようです。福

岡方面の通勤が多くて、逆に近隣から鳥栖市へ通勤される方も多い地域ということでござい

ます。福岡県に接しておりますので、様々な部分で何かと福岡県との比較等々もされている

ような状況でございます。 

２ページをお願いいたします。これは県内の市町と当市の人口等を比べたところでござい

ます。これも令和２年度の国勢調査のデータまでとなっておりますが、鳥栖市においては平

成27年から令和２年にかけまして、人口増減は1,294人。増減率は1.77％です。あと、みやき

町、上峰町については微増ということなっておりますけれども、あとの地域は軒並み人口減

ということになっております。 

その下は合計特殊出生率の推移ということでございます。ちょっと見にくいんですが、鳥

栖市の１人の女性が生涯に産む子供の数の平均を表します合計特殊出生率は1.62です。これ

は平成25年から平成29年の分でございますけれども、平成５年から続く低い状況からの改善

傾向は若干見て取れますと。また、全国平均よりも高い数値で推移していますものの、依然
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として人口減少で推移していくことがうかがえます。 

ちなみにこの後の数値も見てみたら、さらに下降していたところではございます。 

３ページ目をお願いします。当課が保育園、幼稚園の担当をしておりますので、未就学児

の状況を載せております。就学前児童の状況ということで、鳥栖市の就学前児童の状況を見

ますと、３歳未満の約５割が保育所等の利用をしております。一方で、３歳から５歳のほぼ

100％はいずれかの施設を利用できているということであるから、未就園児のほとんどが３歳

未満の０～２歳で占められていることがうかがわれます。下の表に図を載せておりますけれ

ども、こういった配置になっているところでございます。 

左下の数値が令和５年度になっております。これはまだ直していませんけれども、３～５

歳児については96.7％が施設を利用していただいています。０歳、１歳については、49.5％

の利用ということになっております。 

４ページをお願いいたします。まず、子どもを預かる施設の比較ということで一覧表を載

せております。 

本市の保育に関係する施設の一覧表でございますけれども、一番左に区分ということで、

認可保育所、これは公立と私立合わせまして17か所、認定こども園３か所、地域型保育事業

所７か所。ここまでがいわゆる基準を満たして認可された施設ということで、公費で運営費

が支給されているところでございます。市が世帯の所得に応じて保育料を決定します。従来

の保育に加え、幼児教育に力を入れる施設が増えているところでございます。 

その下、幼稚園５か所、企業主導型保育所９か所、認可外保育施設となっております。 

幼稚園につきましては、幼児を保育し、適当な環境を与えて、その心身の発達を助長する

教育施設ということでございます。概要は幼児教育を主としながら、夕方まで「預かり保育」

を実施するなどして現在は保育所的利用も可能となっているところでございます。 

その下の企業主導型保育事業所は企業の従業員の子供さんを中心として保育する施設でご

ざいます。ただ、地域枠ということで、半分以下の定員で地域からのお子さんも募集をして

いるところでございます。 

その下に認可外保育施設ということで事業所内託児所が４か所、居宅訪問型事業所が３か

所ということでございます。 

乳幼児を保育する施設になりますけれども、児童福祉法上の保育所に該当しない施設とい

うことで、保育要件にかかわらず利用が可能と。ただし、国の指導監督基準を満たして運営

しているところでございます。細かい保護者のニーズに対応できる、柔軟な対応ができると

いうことで伺っているところでございます。 

５ページです。保育関係の続きのようになりますけれども、様々な保育サービスというこ
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とで、こういったことに取り組んでおります。 

まず延長保育です。有料で19時までの保育が利用できると。対象としてましては、各園の

在園児。実施施設は市内全保育施設となっております。公立の場合は月額3,000円の保育料を

頂いております。 

次に、一時預かり。保護者の仕事や病気、リフレッシュなど様々な理由で、一時的に家庭

での保育が難しい場合に利用していただいているところがございます。月15日以内というこ

とになっております。対象者は１歳以上の未就園の子供さんでございます。実施施設は小鳩・

田代・鳥栖双葉・やよいが丘・慈光・かなさ・あさひ託児ルーム・ふわりというところでご

ざいます。公立の場合１日2,000円台というところでございます。 

その下は幼稚園型預かり保育ということで、幼稚園の開園時間の前後や長期休暇中におい

て利用できると。土日の利用も可能な園もあるということで、在園児の方ですね、幼稚園の

方が利用されてます。これは市内全幼稚園が対応しているところでございます。 

休日保育、これについては現在実施しているところはございませんが、こういった内容と

なっております。 

病後児保育、お子さんが病気やけがの回復中で、仕事の都合などで家庭での保育は難しい

場合に利用していただくということでございます。４か月以上の就学前児童ということで、

これはレインボー保育園とパンダ保育園の一部でやっているところでございます。 

６ページをお願いいたします。育児をサポートする事業ということで３つ上げております。 

ファミリー・サポート・センター、これは産前産後などの子育て支援を必要とするときに

利用ができます。応援できる会員と利用したい会員を集めまして、子育ての相互援助活動と

いうことで実施しております。対象者は乳幼児から小学校３年生まで。事業は鳥栖市社会福

祉協議会に委託をして実施しているところでございます。 

その下、妊産婦家事・育児支援事業。産前産後の妊婦の方が家事・育児の支援を必要とす

るときに利用できるような制度でございます。お子さんが生後６か月までの方が対象となっ

ております。これは鳥栖市シルバー人材センターに委託しているところでございます。１時

間当たりの利用料等が発生するところでございます。 

その下は児童ショートステイ事業でございます。保護者の方が病気とか仕事の都合などで、

一定期間お子さんを家で養育できなくなった場合に、児童養護施設でお子さんをお預かりす

るような制度でございます。７日間を限度としてお預かりすることにしております。これに

つきましては、基山町にございます洗心寮と佐賀市内にございます乳児院みどり園にお願い

して預かっていただいているところでございます。料金につきましては、課税世帯の場合は

１日当たり２歳未満が5,350円、２歳以上が2,750円の個人負担が必要となっております。 
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７ページをお願いいたします。親子のふれあいや保護者の仲間づくり等々を目的としまし

て事業をしております。 

まず、子育て支援センターです。親子で遊びたいときやお友達づくり、子育てに困ったと

きに育児の関係の情報等々の入手のために気軽に楽しめるということで市内８小学校区に設

置しているところでございます。対象者は未就園児と保護者でございます。実施機関としま

しては、社会福祉協議会、やよいが丘保育園、みどりヶ丘保育園、あいあい保育園、鳥栖双

葉保育園、「きらら館」、「オンリーワン」、「ありがとう」、どんぐりセンター若楠となってお

ります。 

その下、児童センターでございます。幼児とその保護者が楽しく交流したいときなど、気

楽に集まって、御利用できるということになっております。３歳以上児を対象にした手遊び

や工作の広場や小学生を対象とした夏休み教室を開催しております。これはフリールームで

乳幼児から小学校６年生まで利用できます。自習室ということで、最近、小中高校生も学習

等々に空いた部屋を使っていただいて、勉強していただくようなところを設けているところ

でございます。これにつきましては、鳥栖市児童センターということで、社会福祉会館内で

社会福祉協議会にお願いして実施しているところでございます。 

その下、保育所とか幼稚園におきましても独自の事業といたしまして、園庭（ホール）の

開放とか体験保育とか給食・離乳食試食など、各保育所の特色を生かしながら地域の子育て

支援を行っているところでございます。これについては、未就学児の方が対象でございます。

毎月、子育てコーディネーターが発行しておりますみんなで子育てに子育て支援ダイアリー

を作成しまして関係機関に配布しておりまして、市内保育所・幼稚園で実施しているところ

でございます。 

８ページをお願いいたします。１か所訂正がございます。左の区分の「赤ちゃんが生また

ら」の下の乳幼家庭全戸訪問となってますけど、これは乳幼児家庭全戸訪問が正しいと思い

ます。訂正をお願いいたします。 

その他の子育て支援事業ということで、乳幼児家庭全戸訪問事業ということで、乳幼児の

いる家庭を訪問して、その際に育児に関する不安や悩みの傾聴、相談及び情報提供とか、支

援につなげているところでございます。これは生後４か月までの児童がいる家庭ということ

で、市の健康増進課、保健センターが担当して実施しております。 

あと「相談したい」ということで、家庭児童相談事業ということで、児童の家庭での養育

や生活上の問題、または虐待などの相談・指導を行っているところでございます。対象者は

児童及び保護者ということで、これは市のこども育成課が中心となっておりまして、学校に

ついては学校教育課と連携を取りながら実施しているところでございます。 
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あと、利用者支援事業ということで、子育て支援情報を知りたいということで、妊娠、出

産、育児、お子さんの健康の相談については、保健師等が市の健康増進課で相談を受け付け

ているところでございます。窓口など、メール等での子育てに関するいろいろなお問合せに

関しては、こども育成課の窓口で子育て応援情報等々をお示ししながら、こども育成課で対

応しているところでございます。 

９ページをお願いいたします。子育てを支援する制度ということで記載しております。 

一つは児童手当ということで、国が全国でやっているところでございますけれども、子供

を養育する親等に支給される手当でございまして、令和６年の10月から児童手当法の改正に

よりまして、制度拡充が行われたところでございます。実際には12月支給分から新しい金額

での支給が開始されるところでございます。改正前、改正後につきましては、下の表に記載

しているとおりでございます。 

９ページをお願いいたします。子どもの医療費助成ということで、本市の状況を記載して

おります。対象につきましては、中学生までの通院、高校生までの入院に係る医療費を助成

しております。これは県内各市町及び県外の自治体において様々、サービス内容が異なって

いるところでございます。令和７年の１月診療分から、さきの議会のほうで議決いただきま

したとおり、県外医療機関２つで現物給付は未就学児から高校生までに拡充――これは久留

米医大と聖マリア病院が拡充されるということで予定しております。 

その下の出産・子育て応援交付金ということで、妊娠または出産された方がいる全ての子

育て世帯が安心して出産・子育てができるように「伴走型相談支援」の充実を図るとともに、

妊娠届出時、出産後に合わせて10万円の経済的支援を実施しているところでございます。こ

れにつきましても、令和７年度より国により制度化されるということで、恒久施策に移行す

ることになっております。 

11ページをお願いいたします。児童扶養手当（ひとり親手当）ですけれども、児童扶養手

当を18歳に達した日に属する年度末までの間にある児童を養育する独り親の家庭の父または

母などに支給しております。児童１人目等々の金額は表のとおりでございます。年６回、２

か月分ごとを支給しているところでございます。 

さらにその下でございます。ひとり親家庭等医療費助成ということで、独り親の父または

母及び児童等が健康保険により病気などの医療機関で診療を受けた場合、医療費の自己負担

分の一部を助成する制度でございます。対象は独り親の父または母と18歳までの児童となっ

ております。児童扶養手当とひとり親医療費助成にはそれぞれ所得制限がございますので、

こども育成課のほうで対応しているところでございます。今後につきましては、近いところ

では市内で病児保育の施設の設置を予定しているところでございます。 
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子どもの医療の現物給付の拡大ということで、１月から予定しております。またさらに、

令和８年度については、こども誰でも通園制度の実施等々も予定されているところでござい

ます。さらにマイナンバー等々に関連した医療ＤＸについても令和８年頃から子どもの医療

及び、ひとり親医療等々の連携ということが今後対応していくことになるようなことで検討

しているところでございます。 

以上、駆け足でしたけれども、子育て支援の状況につきまして御報告いたします。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

ありがとうございました。この件に関して、御質問、御確認、御意見のある方は挙手の上、

御発言をお願いいたします。 

    〔発言する者なし〕 

今、御説明がありましたけど、今回、委員間で上げているテーマとしては、子育て世帯の

支援の充実についてということなので、今が充実されているのかっていうところを執行部に

確認するのであれば、これで十分なのかっていう感覚なのか、それとも、まだまだもっと検

討しながら、さらなる拡充をしていきたいのかっていうところの考え方については少し説明

をしていただければと思うんですけど。 

現状の説明はお伺いしましたけど、テーマに上がっているものが充実ということなので、

できることを100％じゃないですけど、できる限りやっている、むしろできるようなことをや

り残していることはないんでしょうけど、その辺の感覚的なものっていうのは、できる限り

やっているとか、新たな検討も拡充につなげるようなものをやっているっていうのを補足で

御説明いただければと思うんですが。 

高松隆次こども育成課長 

感覚的といいますか、やっていて思うのは、国の制度の拡充――少子化対策に基づいた、

その次の子育て支援というところで、去年より３年間は加速化プランということで前倒しで

様々な拡充を行っております。それについては適切な対応といいますか、遅れないような形

で鋭意努力しながら進めているところでございます。ただ、こども家庭庁が出来まして、い

ろいろな事業の中身で子供そのものへの支援の着眼点といいますか、今後の課題等が出てき

ました。例えば、子供の貧困だとかヤングケアラーの問題とか子供の主権に関する問題、子

供の意見を聞きなさいとか、そういったところの大きな方向性が示されましたので、こうい

ったところについては、まだ取り組めていないところが多々ありますので、しっかりと対応

できるよう検討していく必要があると考えております。 

以上です。 

樋󠄀口伸一郎委員長 
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ありがとうございます。これは質問ではないですが、国がやっている方向性と各自治体ご

とに違う部分っていうものも多分あると思うんです。鳥栖市は鳥栖市の特色じゃないけど、

鳥栖らしさっていうところもあると思うし、ほかのところもあるんで。 

全国的に一本の方針、指針が決められたら、それに基づいてやっていらっしゃるのはもう

重々承知ですけど。あとは鳥栖市として、利用者さんとそのサービスと提供者がマッチして

いるのかっていうところが地域ごとの課題にもなるのかなと思います。 

ですので今、課長から最後に補足していっていただいた分も兼ねて、あとは各委員さんが

充実に向けてどう御意見するのかとか、今のやり方に対しての御発言をお願いできればと思

います。 

西依義規委員 

現状の事業についてお尋ねですけど、６ページのファミリー・サポート・センター事業は

社会福祉協議会がされているんですか。例えば、見る人が足りないとか利用者が少ないとか、

現状はどういった形か分かりますか。 

野中潤二こども育成課子育て支援係長 

ファミリー・サポート・センター事業の会員状況につきまして、令和５年度の実績で申し

上げますと、利用会員が1,015人、協力会員が135人、両方会員が87名となっております。 

以上です。 

西依義規委員 

聞いた話ですが、協力会員ですか、見るほうの方々の――例えば、旅費とか時給とかは分

かりますか。安いみたいな話を聞いたことがあるんですけど。 

野中潤二こども育成課子育て支援係長 

利用料金につきましては、平日午前７時から午後７時までが600円……（「逆」と呼ぶ者あ

り） 

樋󠄀口伸一郎委員長 

暫時休憩します。 

 

  午後１時38分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午後１時39分再開 
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樋󠄀口伸一郎委員長 

再開いたします。 

野中潤二こども育成課子育て支援係長 

詳細につきましては、ファミリー・サポート・センターに確認して回答させていただきた

いと思います。 

以上です。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

ほかにあればどうぞ。 

成冨牧男委員 

今の話で例えば、700円のうち300円はこう、200円はこうで、あとの200円はこうだとか、

そういう基本的なやつは分からないですか。 

野中潤二こども育成課子育て支援係長 

繰り返しになりますけど、ファミリー・サポート・センターに確認して回答させていただ

きたいと思います。 

以上でございます。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

そこも含めてということでお願いいたします。 

ほかにどうぞ。 

中川原豊志委員 

子育て世帯への支援ということで、まず保育料のところを整理したいんですが、例えば、

保育料は３歳児から５歳児は国の施策で無償になっていますよね。じゃあ、０～２歳児の保

育料で１人目、２人目、３人目の保育料が幾らなのか、また、給食費が幾らなのか。県内の

他市町で保育料を無償にしているところがあるのか、給食費も無償にしているところがある

のか。その辺のところの比較をされたことがあるのか、確認できますか。 

脇友紀子こども育成課長補佐兼保育幼稚園係長 

保育料につきましては、今、お話のとおり０～２歳児さんは御両親の所得に応じた額とい

うことで世帯によって異なることになります。 

お預けになる時間帯も、短い方だったら若干安くっていうことはありますけれども、無料

になられている方が全体の２割ぐらいということで考えておりますが、最高金額の方で月額

が６万円弱ぐらいです。それに対してお二人目だと、就学前のお子さんで、上の方が幼稚園

とかに行かれていても２人目と換算しますので、２人目については半額、３人目については

無料ということになります。 
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また、無料じゃなくても一定以下の所得世帯の方は第１子、第２子の考え方は年齢制限が

ないということが設けられておりますので、世帯によってかなり状況が違うものなのかなと

考えております。 

中川原豊志委員 

他の市町の状況とか、給食費も含めたところで状況的に分かっているところがあれば。 

脇友紀子こども育成課長補佐兼保育幼稚園係長 

副食費につきましては、近年、国の重点施策交付金とかで物価高騰分の補填とか、そうい

うことをしております関係で、ほかの市町さんの状況等をお聞きしているところですけれど

も、鳥栖市については令和元年10月から副食費を徴収することになったときから、公立が月

額4,700円徴収しておりまして、私立さんも同額ということで実施をしております。 

今年度につきましては、国の公定価格が4,800円に上がっておりますので、保護者さんから

は4,700円でそのまま据置きということにしておりますが、園に対しては4,800円という金額

をお渡ししているところでございます。 

ほかの市町の状況につきましては、鳥栖市より高く取られているところもありますし、同

等程度というところもあるということでお伺いしております。 

中川原豊志委員 

何を言いたいのかというと、他の市町で子育て支援に熱心なところで、保育料を第１子か

ら無償とか、もしくは副食費も無償とかいうところもあるのではないかと思っているわけで

す。そういったところが、何でそこまでできるのかとということをやっぱり調査していただ

きたい。鳥栖市でも鳥栖市独自の財源でできるんであれば、そういうふうな子育て世代の充

実を、国の施策だけじゃなくて、独自でやるぐらいのところがあってもいいのかなというふ

うに思うんで、他の市町で無償になっているようなところがあったり、半額になっていると

ころがあったりするんであれば、そういったところを調査・研究していただきたいなと意見

を申し上げたところでございます。 

高松隆次こども育成課長 

別の分野ですけれども、県内の医療費の違いを調べまして、高校生の通院まで無料とか、

手出しの分が無料のところもあります。 

そういったところで確認したところ、例えば、過疎地域に指定されているところは過疎債

というような交付税措置があるようなところもございまして、あと、ふるさと納税とか、そ

ういったところが潤沢なところについては利用されていると。 

あと、公営ギャンブルですけど競艇などですね、そういったところの収益から充てている

というような自治体もございまして、何らかの財源を確保しているところが取組に熱心だと
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いうようなイメージはあります。 

以上です。 

脇友紀子こども育成課長補佐兼保育幼稚園係長 

すいません、先ほどの説明で不足しておりました。県内10市及び近隣の町につきましては、

保育所の副食費については無料とか減免をされているところはありません。言われるように、

東京都とか、そこら辺の保育料の減免なり無償っていうのが近年話題になっているところで

すけれども、県内ではされているところはないと認識しております。 

中川原豊志委員 

やっぱり子育てするなら鳥栖市というぐらいの鳥栖市独自の支援策というものも検討して

いいのかなと。国の施策の部分だけが鳥栖市の施策じゃない。 

今、ギャンブルの収益とかいう話もありましたけれども、鳥栖市も佐賀競馬場からの分配

金等もここ数年１円億以上頂いていたりしているし、今年度は特に大きな大会があっている

んで、来年度はもっと来る可能性もあるかもしれません。そういったものを――定期的に入

ってくるという見込みがあるならばできるんでしょうけれども、単発的だったら厳しいかも

しれんけど、市長も子ども真ん中政策というふうなことをやっていらっしゃいますんで、や

っぱり他の自治体に負けないぐらいの充実した子育て支援策をしていただきたいということ

で、ぜひ保育料もしくは副食費、または医療費、そういったところに、いかに鳥栖市として

の独自の施策ができるのか、新年度に向けて検討していただきたいという要望をしておきま

す。 

西依義規委員 

違った見方で、無償にすると、預ける必要があんまりない方も預けたりする可能性もある

んで、例えば、家で見ている人たちに、何らかの補助金での手当てをして――例えば、パー

トに行って、保育料を払うでしょう。差額を計算して、それなら家で見たほうがっていうふ

うに……。 

今、足りないというか、０～２歳児だと思うんですけど、鳥取市とか実際それをやってい

る自治体はあるんです。逆手に取ってですね。やっぱり０～２歳児まで家で見てもらおうと。

違う意味で、ぜひそういったものも検討を。もちろん無償もいいですけど、その逆のやつも

いろいろ調査していっていただいて、我々もいろいろ調べて御提案したいと思いますんで、

よろしくお願いします。 

何かそういうものを検討したことありますか。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

現状でいいですよ。なければないで、あればあるで。 



- 15 - 

 

野中潤二こども育成課子育て支援係長 

現在のところ支援センターの御利用をお勧めしているところでございます。 

以上でございます。 

田村弘子委員 

先ほどの保育料のところで確認ですけれども、２人目、３人目の換算は第１子が保育園に

いるときですよね。 

脇友紀子こども育成課長補佐兼保育幼稚園係長 

通常所得世帯はそうなります。 

田村弘子委員 

分かりました。ありがとうございます。 

それと副食費というところも、先ほど中川原委員が言われたように考えていただきたいと

ころですけれども、それよりも主食を持参するというところを少し変えていただければなと

も思っていたりするので、主食を持たせるのが大変だという保護者さんのお声は聞いていま

すし、佐賀市はそこの取組が前進しているっていう話も聞いていたりしますので、副食費っ

ていうところも考えていただきたいんですけれども、主食を持参するというところも併せて

検討していただければと思います。 

以上です。（発言する者あり） 

樋󠄀口伸一郎委員長 

暫時休憩します。 

 

  午後１時51分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午後１時52分再開 

 

樋󠄀口伸一郎委員長 

再開します。 

成冨牧男委員 

さっき課長から子どもの医療費の現状について言われましたので、決算のときもお尋ねし

ましたけど、基山町の場合はいわゆる500円の分がないですよね。窓口完全無料ですよね。 

それこそ、基山町の場合は財源っていうか、それはどういうふうにされているのか。 
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野中潤二こども育成課子育て支援係長 

子どもの医療費の財源につきましては、未就学児分につきましては、県の補助が２分の１

入っております。補助金は自己負担分が含まれていない金額が算定の基準となっております

ので、基山町が自己負担をなくされている分――鳥栖市でいうなら500円の２回までとか、入

院費の1,000円につきましては、その自治体の単独費の一般財源で賄われていると認識してお

ります。 

以上でございます。 

成冨牧男委員 

そういうことで、この間の決算のときの理由は……、言葉が違ったら訂正してもらって。 

むやみにお医者さんにかかってもらったら困るから、抑制効果を狙ってみたいな表現があ

ったんですが、何で500円というところから、もう一回聞きましょうか。 

併せて、基山町もかつては一部負担金があったと思うんですけど、前はこうだったけど、

500円を撤廃したばっかりに、抑制効果がなくなって、こんなに増えたとか、そういう話は何

か聞いてあるんですか。 

古賀達也健康福祉みらい部長 

基山町の自己負担なしというか、補填するような制度の前後についての利用状況について

は現状、確認はいたしておりません。 

基本的に自己負担につきましては、現物給付によりまして、国保審査会のほうから実際に

請求等の事務を行うに当たりまして、手数料等も新たに発生してまいります。それの分とか

国保のシステムの改修経費等に充てるためにそういう事務経費も新たに発生しますので、そ

の分の負担も現物給付化によって利用者の方から徴収するというような意味合いでも自己負

担額を設けているところでございます。 

以上でございます。 

成冨牧男委員 

そういうものがあったとしても、基山町の場合は無料にしているわけよね。もうこれ以上

は聞かないけど、決算のときに言われたように、抑制効果が取っ払われたんで、もうこんな

に医療費が上がったとかいうのがあったのかというのは、ぜひ調べてください。 

さらに聞くならば、無料にこしたことはないと思っておられるのか、やっぱり一部負担し

てもらわないかんと思っているのか。私やったら基山町にすぐ聞きに行きますけど。どうや

ってやったのかと。うちで言っておられるような……皆さんがどんどんどんどん必要じゃな

い医療まで受けるようになるんじゃないとって。そこのところをぜひやっぱり調べてもらい

たいなと。お隣ですから。わざわざ大阪とか東京に行かなくていいから、よろしくお願いし
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ます。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

要望ですね。 

中川原豊志委員 

関連ですが、今、子どもの医療費で通院のところが１か月間、１医療機関２回まで500円、

３回目以降は無料で、調剤薬局は自己負担なしと。これは下を見ると平成29年の４月からと

書いてあるけど、月500円を２回まで、上限1,000円というふうになった経緯っていうのは御

存じですか。というのは、１医療機関500円で調剤薬局も500円というときがあったような気

がしたんです。最初に500円払えば後は払わんでいい。薬局も500円払えばいいというのが、

平成29年から１医療機関500円を２回までというふうな形になっている。負担は同じ1,000円

になるんだけれども、そういう経緯になったっていうのは何でそうなったのかが分からんの

ですが。 

古賀達也健康福祉みらい部長 

当時の状況は分かりませんけれども、現状、償還払いのときは、医療費の自己負担額を毎

月まとめて申請してもらって、トータルで500円なら500円を控除した残りを助成していたん

ですけれども、現物給付になると、それぞれの医療機関にかかったときに、そこから国保の

支払基金のほうにデータが行って、そして来ます。その人の医療機関がいくつもあって、ど

こかで500円を引くとかいうのが難しかったので、医療機関ごとに自己負担額を徴収するとい

うようなことになったかと思います。（「1,000円になった経緯は」と呼ぶものあり） 

1,000円になったのは、入院の場合が分かりませんけれども……。そういうところで設定は

されたんだと思いますけれども。 

中川原豊志委員 

調剤薬局を無償にすることによって、同じ1,000円というふうになったのか。（発言する者

なし） 

樋󠄀口伸一郎委員長 

もう把握できる範囲を超えたということです。 

中川原豊志委員 

じゃあついでに、今、部長から説明もあったんですが、医療機関ごとに上限が分かんない

ということがあるかもしれませんが、例えば、一月に耳鼻科に行った、内科に行った、外科

に行ったとかいって、３つぐらいの医療機関でそれぞれ1,000円払って、3,000円以上払った

場合でも実際、自己負担は3,000円になっちゃうわけですよね。それを月額、個人負担1,000

円を上限にするということで、そういった場合は償還払いという形のは取れないのか。 
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古賀達也健康福祉みらい部長 

考え方としては、そういう自己負担額が、例えば、一月その子に対して500円ですよという

ところで、当然、領収書等を添付していただいて、残りを助成すると、償還払いでやるとい

う方法は可能かとは思います。 

中川原豊志委員 

可能なのかっていうのと、じゃあ実際それをやるのか。今のところやっておられない形に

なっているんじゃないかなと思うんで。それがやっぱり子どもの医療費の最大の負担になっ

た場合、要は1,000円を超えた場合、償還払いも可能にするような制度に持ってこられるんで

あれば、そういった制度も今後検討していただきたいなというふうに思いますが、いかがで

しょうか。 

古賀達也健康福祉みらい部長 

自己負担の軽減につきましては、一般質問等の中で申し上げていますけれども、全て自己

負担額を無償にすると、財源としては年間9,000万円程度かかる見込みでございます。高校生

の通院助成につきましても費用として四、五千万円かかるというような状況でございますの

で、当然、限られた財源の中でいろんな子育て施策の中で、そういう医療費助成制度の拡充

等についても検討してまいりたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

中川原豊志委員 

だから例えば、一月に３か所ほどかかった病院があって、個人負担が最大1,000円というと

ころがあったにしても、３つかかると3,000円とか4,000とかになっちゃうんで、そういった

場合には償還払いをすることも可能だという部長の答弁があったんで、そういう制度を正式

につくっていただけないかなというところの要望です。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

要望ですね。 

成冨牧男委員 

今の話を聞くと、財源、財源ってお金の問題を言っていますよね。9,000万円とか5,000万

円とか。そういうふうに聞くと、やっぱり市民の方は何で鳥栖市が――いつも言っているよ

うに、基山町とかお隣のみやき町とかでできて、お金が結構あるって聞いている鳥栖市で何

でできないのかって言われるわけです。 

それで、これだけ確認したいんですけど、ニーズ調査というか、これに関しての子供をお

持ちの皆さん方の要望とかはないんですか。この医療費の無料化に対して。 

高松隆次こども育成課長 
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これまでの調査の自由意見等々を参考にしましたら、子育て世代の方の要望が多い分につ

いては、やはり医療費の関係が出てきます。あと、給食費の関係が多々出てきます。あとは

遊べる場所とか、公園の整備というようなことが多く出てきているところでございます。た

だ、逆の意見もあります。 

成冨牧男委員 

だからそういうことであれば、やっぱり皆さん方はしっかり子育て支援の側に、そのため

にあるポジションですから。そういう立場で――今のは最終的に頑張ったけれども、財政課

からいつもそう言われますという話かもしれんけど、今、ニーズはあるっていうことを聞い

たけど、最後に聞きますけど、皆さん方はどう思っておられるのか。所管課としてはどう思

っておられるのか、最後に聞いて終わります。 

古賀達也健康福祉みらい部長 

基本的に子どもの医療費助成につきましては、各自治体で競争的とか、制度が違うような

状況になっています。所管といたしましては、これは国にも要望しているんですけれども、

子どもの医療費助成制度とか給食の無償化とかいうのは、子供に対する制度としては全国一

律の制度にすべきだということで、要望しているところでございます。 

以上でございます。 

成冨牧男委員 

要望しているということは、必要だということであるけれども、結局それまでは……。 

その前に言われました、国がやったらやるっていう感じでは、いかがなものかと。やはり

ニーズもあって、要望のベストワン、ベストツーぐらいにそういうものが出てきているので

あれ、もうちょっと工夫を――まずはさっき言った基山町はどんなふうにしているのかとか、

進めているところはどうしているのかとか、極端に言うと、財政サイドの説得はどういうふ

うにしているのかとか、そういうところまでやっていただきたいなということを思いました。 

終わります。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

ほかにございませんか。 

西依義規委員 

７ページの児童センターの位置づけです。例えば、子ども・子育て支援事業計画の中に位

置づけられて、これをしていこうとか。例えば、これぐらいの利用者をこうするとか。そう

いうのってどこに書いてあるんですか。あと、子ども・子育て支援事業計画の進捗状況は聞

けるんですか。 

樋󠄀口伸一郎委員長 
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聞けます。それは資料がなかったので、この課がいる間に聞いてもらって、お答えできる

範囲でお答えいただくようにしています。 

古賀達也健康福祉みらい部長 

児童センターの位置づけにつきましては、基本的に第２期の鳥栖市子ども・子育て支援事

業計画の中では子育て家庭の多様なニーズに応える環境づくりの中で、多様なニーズに対応

する教育・保育サービスの充実。当然、保育所とか幼稚園とか一時預かりとか、子育て支援

センターとか、ファミリー・サポート・センター事業とかの同じような中で児童センターも

位置づけをしております。いろんなニーズの中で、一つの未就園児というか、そういう方の

活用等を含めたところの児童センターとしての位置づけになるかというふうに思います。 

以上でございます。 

西依義規委員 

それは何ページに書いてあるんですか。児童センターという文字があんまり見当たらない

ですけど、何ページの何行目に児童センターはこういう運営を目指しますみたいなものは書

いてあるんですか。 

古賀達也健康福祉みらい部長 

児童センターの記述があるのは、現計画の19ページに２つ表がありますけれども、その下

のところの実施中の各種事業サービスの中の一つに挙がっております。 

以上でございます。 

西依義規委員 

今日は子育て世帯への支援の充実なんで、先ほど、こども家庭庁が「こどもまんなか」の

子供の視点という話があったんですけど、私は児童センターは鳥栖市はあんまり充実してい

ないと思うんです。あそこの職員さんは一生懸命されていると思いますよ。ただ、１か所で

あって、あの人数で果たしてそのいろんな多様なニーズを受けきれるのかどうか心配なんで。 

その辺で拡充とかということは考えているんですか。例えば、人員を拡充するとか、予算を

拡充するとか、もっと子育て支援を充実させるために、もっと力を入れるとか、そういうも

のは何か方針的にないですか。 

古賀達也健康福祉みらい部長 

児童センターにつきまして、運営について今、指定管理として、社会福祉協議会に委託を

いたしております。そういう中で、非常に今、利用者も特に夏休みとか利用が多いとか、い

ろんな利用が増えるような取組をセンターでされております。取組の一つとしては、昨年度

から出張児童センターというものを設けられて、いろんなところに児童センターの普及とい

うか、そういうことをされているところでございます。 
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当然、今の利用状況の中では、人員体制等についてのセンターのほうと話しながら、常勤

化とか、これまで協議して実施してきたところでございますし、もう一つは、各まちセンで

の放課後子供教室――児童センター的な事業等も各まちセンでもされていますので、児童セ

ンターという名称ではないんですけれども、子供のそういうニーズに合わせたサービスとい

うのは、市全体で今後も考えていきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

西依義規委員 

各小学校区に１個ずつぐらいある地区もあるじゃないですか。そこまでつくれとは言わん

ので、せめて月２回ぐらいの出張――さっきの出張できる配置は、今の職員さんでは無理で

すよ。月２回、田代とか弥生が丘に何曜日か決めて、近くの人どうぞってやったら大分違う

ので。今度の第３期の支援事業計画にそういったものは入ったりしないんですか。ついでに

聞きますけど、第３期の今度つくられている現状というか、新たに今こんなことを盛り込む

と思っていますみたいなやつが言える範囲で分かったら聞かせていただきたいんですけど。 

高松隆次こども育成課長 

今、御質問のありました第３期の計画につきましては、現在、国のガイドラインが10月に

発出されましたので、それに基づきまして再度確認をしながら作成をしているところでござ

いまして、全体的に遅れが生じているところでございます。 

次期の計画につきましては、これまでやってきています子ども・子育ての継続的な実施と

新たな視点として、子供さんの生活の安定といいますか、貧困などについて、人権的な部分

の対策といいますか、どのような支援が必要なのか、国や市のこれまでの取組等を整理しな

がら、盛り込めるよう努力しているところでございます。 

以上です。 

西依義規委員 

パブリック・コメントの直前に見せていただいて、そこから来週パブ・コメですよってい

うタイミングなんで。もう素案の素案でもいいんで、たたき台のたたき台を――もちろん協

議して、つくられるのは皆さんなんで、入れません、変えませんでいいんですよ。ただ、こ

うやってキャッチボールができる時間が――今後のスケジュールをどう考えているのか分か

らんですよ……。今後のスケジュールを教えてもらっていいですか。 

高松隆次こども育成課長 

年内中に関係各課との協議を終えまして、素案を作成しまして、子ども・子育て会議とい

う会議体がございますので、そこにお諮りをしたいと。年明けに議会に御説明する機会を頂

きまして、１月中にはパブ・コメを開始したいと。市民の皆様の御意見を得まして、最終的



- 22 - 

 

に子ども・子育て会議の承認を得て、庁内決定して、年度内に作成を目指しているところで

ございます。大変タイトな日程になっているところは自覚しているところでございますので、

よろしくお願いいたします。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

パブ・コメはもうホームページに１月、２月って出ていますよね。今、議会への説明って

いうものも１月でしたよね。今、御質問が前段であったところっていうのは、もう寸前やっ

たですけど、同月にやっているというお答えだったので、それを踏まえて西依委員に戻しま

しょうか。 

西依義規委員 

我々も市民の方とか、保護者の方からもいっぱい声があるんですよ。言っても全然いかん

と。でも、言うタイミングはここしかないんですよ。要は、計画がないと予算がつかない、

予算がつかないと事業はできない。計画のところで言わんと何もならん。今しかないんです。 

それをさらっと行かれて、出来上がりどうぞ、では我々も市民の皆さんに――いや、一生

懸命議論しました、ただ、こういう理由でやっぱり取り入れられんやったですよとか、こう

いう部分のここの部分ぐらいは取り入れられたもんですねとか。そうしないと、議会は何の

ためにあるか、ただのチェック機関となるんで。皆さんも市民に近い立場ですけど、我々も

市民に近い立場におるけん。もう今までのほかの課は誰もやっていませんので、やりにくい

と思うんですけど。ただ、バスの計画はしているんですよ、今。バスは事前にしっかりキャ

ッチボールをさせていただいているんです。だから、できないこともないんで。 

いろんなやり方があって、協議会がいいのか、委員会がいいのか、分からないんですよ。

分からんですけど、議事録に残らないほうがいいなら、違うやつでいいんですけど。 

そういうことの御検討は正副に一任します。お願いします。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

今、西依委員の御発言というか、御質問も含めてですけど、計画の素案段階、例えば、今

おっしゃった素案段階で秘密会議じゃないですけど、もう議事録に残さないような状態でや

り取りをするのは、そもそも可能ですか。今までやってきていないんでしょうけど。先例が

ないということで、今の流れなのか。決まりがなければ、そういう情報共有とかはできるの

かなと思ったんですけど。その辺りはどうですか。（発言する者あり） 

今、休憩中じゃないです。 

暫時休憩します。 

 

  午後２時18分休憩 
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∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午後２時26分再開 

 

樋󠄀口伸一郎委員長 

再開します。 

古賀達也健康福祉みらい部長 

今後、計画の策定に当たりましては、所管の文教厚生常任委員会に丁寧に説明をしてまい

りたいと考えております。 

以上でございます。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

お願いいたします。 

ほかにございませんか。時間も大分経ってきたんで。 

中川原豊志委員 

保育園といいますか、保育の待機児童の問題も含めてですが、０～２歳児、また保育士の

確保の問題、そういったものもいろいろ大変だと思いますんで、その辺は保育士の確保に向

けて待機児童が発生しないように取り組んでいただきたいという要望をしておきますが、認

定こども園っていう考え方は最近どういうふうな状況なのか。 

四、五年前に認定こども園――幼稚園が保育も見ようということで、２園からプラスして

３園認定こども園が出来たんやけれども、その後、認定こども園をしようという動きはもう

全然ないような感じがするんですが。 

もう認定こども園っていうのはあんまり今から先、進めていこうという考えがあんまりな

いのか、その辺も含めて考え方だけ教えていただければ。 

脇友紀子こども育成課長補佐兼保育幼稚園係長 

認定こども園につきましては、各法人さんの考えの下に御相談があった場合に、移行の支

援をしているところでございます。現在、議員さん言われたように鳥栖市ではもともと幼稚

園だったところが認定こども園になったところが３園ございます。ほかの幼稚園につきまし

ては、今そういった御相談は受けていないところでございますが、逆に保育所さんのほうが

保育所型の認定こども園への移行等を現在検討されているということはお伺いしております。 

中川原豊志委員 

鳥栖市として認定保育所を増やそうとか、そういうふうな意向になっていただきたいとい
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う特段の働きかけというのは、最近はもうやっていないように見えちゃうんです。そういう

ふうに見えてしまう状況なのかなっていうところ。要は、もう今の保育の分で大体できてい

ると。箱物としては。そんなものでいいんじゃないかっていうところで進めていないのかと

見えちゃうんで。考え方だけで結構でございます。 

古賀達也健康福祉みらい部長 

現在、第３期計画に向けてニーズ量の調査をやっておりますけれども、先ほども申し上げ

ましたけれども、認可保育所等、ここ10年で倍増しています。また、認定こども園も３か園

がなったりして、０～２歳児がいまだに入所待ち児童とかございますけれども、定員のトー

タルでは充足しているような状況でございますので、今後は保育の量の確保から、質の確保

に向けて取り組んでまいりたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

牧瀬昭子委員 

６ページの児童ショートステイ事業についてお尋ねをしたいと思うんですけれども。 

第３期子ども・子育て支援計画とか、こども基本法、もしくは家庭的養護、社会的養育の

推進とかっていうことで、施設でのお預かりから、里親制度の問題に関して言えば、近くの

里親のところに、マッチングしていくとかっていう方向性にあるというふうに、今、世界中

でもそうなっていると聞くんですけれども、このあたりは、第３期計画に向けて、やはりこ

の児童養護施設での預かりという方向性なのか。もしくは里親制度と同じように地域でのシ

ョートステイを広めていく、現在、里親制度に手を挙げられている方の中でも、半数以上の

方がマッチングされていないという方もおられると聞きますので、その辺りとの県との調整

が必要かとは思うんですが。その辺りの考え方として、今後どのように考えているのか、お

考えがあればお願いします。もうそのままで行きますということであれば、そのままでと言

っていただければと思いますが。 

野中潤二こども育成課子育て支援係長 

里親については、先ほど牧瀬委員がおっしゃったように、児童相談所が対応しているとこ

ろです。そういう児童相談所等の里親だけじゃなくて、児童虐待等々を含めた対応、社会的

養育とかの対応の中で、先ほどおっしゃったような考え方が向いているというのは聞き及ん

でいるところです。 

ただ、計画っていうのは抜きにいたしまして、直近のケースで申し上げますと、ここだけ

の話でお願いしたいんですが、保護者の方は児童養護施設のほうの入所を……、やっぱり親

御さんの心理的虐待とかがひどかったケースで、お母さんから子供さんを引き離すっていう

ところを検討してきた中で、私どもは児童養護施設を考えておりましたし、保護者の方も児
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童養護施設にいい印象を持たれていた、前も利用された方でもあったからですね。ただ、児

童相談所が――そこもさっきおっしゃったようなことをもういきなり言われたんです。一気

に里親というところまで説明されたことで、保護者さんはちょっと児童養護施設の利用も考

え直されたケースがあったことは事実でございます。 

お答えになっているか分かりませんけど、そういうケースがあって、私どもも児童相談所

の説明にちょっと首をかしげたっていうケースはございました。 

以上でございます。 

高松隆次こども育成課長 

やはりこの制度を使われる親の方だとかは、様々な事情があって、そのお子さんと一時離

れていただくようなことがあります。個別のケースで状況が違ったりしますんで、そこにつ

いては我々も児相と相談しながら慎重に進めておりますけれども、対応によっては逆に離れ

ていってしまう、行政の支援から離れていってしまうケースもございますので、その辺は慎

重に進めていくことを前提に計画等々にどう盛り込むのか、こちらのほうで考えさせていた

だきたいと考えております。 

以上です。 

古賀達也健康福祉みらい部長 

今、育児をサポートする事業につきまして、児童ショートステイ事業ですね、これについ

てはここの概要で書いておりますように、保護者が病気や仕事などでお子さんを家庭で養育

できなかったときに、そういう専門の施設で預かるというようなサービスの事業でございま

す。 

牧瀬委員がおっしゃっているような里親っていうようなところになれば、こういうショート

ステイという一時的なものではなくて、恒久的というか継続的なそういう家庭の支援、親と

子の支援みたいな形の中での事業になりますので、ここの児童ショートステイ事業とは違う

考え方になってくるかと思います。 

これについては、ファミリー・サポート・センターとか、家事育児支援と同じような形で、

そういう専門の施設で預かるというようなメニューとして、こういう事業をやっているとい

うところでございます。 

以上でございます。 

牧瀬昭子委員 

最初に野中係長とか高松課長がおっしゃっていた内容が要対協の案件になる、一時保護に

なる手前のところのお子さんたちの支援というところでお話いただいたのかなと思いますし、

先ほど部長がおっしゃっていただいたショートステイというのは病気とか仕事とかというこ
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となので、そういう一時保護とか、養育が難しいというお子さんに関しては、そこは違うの

ではないかというところだと思います。その辺りが、中間サポートがないと思いまして、一

時保護で、もういきなり剝ぎ取られるというようなところの子供さんが、前もって児童ショ

ートステイという形で地域の中で、ここの御家族に預かってもらうとか、あそこだったら安

心だよねとかいうことが、子供さんにとっても親御さんにとっても地域の中で養育されるっ

ていうことが、社会全体で養育していこうという国の指針にあると思いますので、施設への

お預かりっていうところがショートステイの基本で書いてありますけれども、そこを地域で

ってなると、かなりいろんな施策をまた打たないといけないので大変かと思うんですけれど

も、第３期に向けて、ショートステイで、施設に行ってしまうよりも地域で見ていけるよう

な、そういう段階的な施策をぜひ第３期では盛り込んでいただけないかと思いますので、要

望とさせていただきたいと思います。 

西依義規委員 

今日は子育て世帯への支援の充実ということで、鳥栖市が少子化についてどのような考え

方なのか。まず、少子化が問題なのか問題じゃないのか。例えば、この前の総合計画の中で

も出生率の目標が10パーミルだったんです。ということは、740人ぐらい生まれないかん目標

ですけど、現在は500人台で、５年前は600人台。10年前から700人台で、100人ずつぐらい減

ってきて、事業効果が効いていないのか。 

部長答弁でもいいんですけど、例えば、教育委員会とか総合政策課も――要は少子化って

多分１つの課ではまず絶対できないのに、その辺の……。 

まず、少子化を止めないといけないと思っているのかと、止めるためにはどうすればいい

のかっていう考え方があるか。一般質問でもしようかなと思ったんですけど。事前に聞いて

おこうかなと。こういうお考えはどうですか。 

古賀達也健康福祉みらい部長 

少子化については、様々な要因があるかと思います。一つは、そういう子育ての面での課

題もあるかと思いますし、また、結婚とか、そういう中での課題。それに当たって、経済的

な働く場であるとか。あと、様々な社会的な不安とか、そういう部分もあるかとは思います。 

実際いろんな行政サービスを続けていく中では、やっぱりそういう一定規模の人口という

か、そういうマンパワーというのは必要になってくるかと思います。そうした中では当然、

少子化が望ましいとか、そういうわけではなくて、当然、少子化対策については必要と認識

いたしております。 

ただ、これについては、いろんな課題があるかと思います。ですので、我々の部だけでも

できませんし、行政だけでできるのかと言われれば、そういうわけでもないかというふうに
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思います。これはやはり国全体で、少子化対策について考えていくことではないかというふ

うに思っております。 

以上でございます。 

西依義規委員 

鳥栖市は今やっとだと思うんだけど、ほかの町は20年ぐらい前にこういう問題がもう先に、

先輩たちがいっぱいいるんですよ。鳥栖市は出生率はどうか知らんけど、転入人口とかのお

かげで、人口は減っていないんで。ただ、出生率だけ見るとちゃんと下がってきているんで

す。ということは、やっぱりその辺を考えんと、もちろんこの子育て世帯の支援が、今まで

やっていることが全部はまるとは思わんですけど、例えば、働き方なのか、家庭の価値観か

分からんですけど。 

我々もだんだん上のほうになると、抱えてもらわないといけない世代になるから、今の人

数では、と思うんですけど。 

せっかく八尋さん来ているので、どうですか。今、10パーミルという目標をしとるじゃな

いですか。その課だけでは無理でしょうけど、あのときも聞いたけど、どうですか。 

八尋茂子健康福祉みらい部次長兼健康増進課長兼保健センター所長 

個人的な考えもございますけれども、やはり皆さん価値観が変わってきた。女性も働く場

が出てきたけど、やっぱり育てる、出産ってなると、女性１人だけに関わるっていうのが物

すごく大変なんです。親世代も勤めておりますので、やっぱり見てもらえないっていうとこ

ろもあります。 

自分自身も子育てを周りで見たことがないっていう不安もあるということで、健康増進課

的にはそういうところ、妊婦さんたちに対しては相談に乗るとかはしているところはござい

ますけど、やっぱり社会的に働きながら、そういう制度がなかなか活用できていないってい

うものもあります。あと、住宅問題、議員さんも言われましたけど、住宅で子育て世帯で十

分な場所があるのかとか、あと収入ですよね、今まで男性がずっと一定の収入でこれたので、

以前は埋めることができたのかもしれないんですけど、両方が働きながら２人で子育てして

いかないといけない世の中なので、果たしてそこで埋まるのかっていうのが問題かなってい

うのは、鳥栖市でもそうですし、やっぱりそれは全体的な話かなと思います。 

私たちの年代に比べて、今すごく制度もよくなっています。それでも、生まないっていう

のは何なのかっていうところをよく考えないと、やっぱり私の課だけでは難しいところはあ

ります。 

西依義規委員 

ということは、やっぱり先ほど医療費とかも単に無料がいいじゃなくて、こういう目標が
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あるんで、医療費を無料にする、保育料を無料にってやっぱりして、鳥栖市に住んでいたら、

高校生までほとんどまずかかりませんよと。大学はまた国でしてくださいぐらいはしないと、

この出生率の低下は止められないし、企業に対しても、女性の働き方とも言わないといけな

いし、我々男性が、ほとんど家事もしない男性じゃあ、これは誰が見るとってなるんで。 

その辺もやっぱり――分かりました。すいません。答えは多分ないんで、いいです。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

この件に関してはいいですか。そろそろ終わって。 

    〔発言する者なし〕 

すいません、最後、私から要望ですけど、部長もおっしゃっているように、やっぱり国で

取り組むべき問題とか少子化とか、国が一定の方針を示すべきっていうのは重々分かること

でもあるし、そうなければいけないっていうものも理解できるんです。 

ただ、地方ごとに子育て支援っていうのは競争だと思うんです。国が示した方針と全く同

じことをやったら、やっぱり自然増、自然減に委ねるしかないので。やっぱりそこは地方で

競争と言ったらいかんですけど、そのために多分、独自の政策をされているところは、子供

が減り過ぎたからっていう理由かもしれないですけど、やっていらっしゃると。というふう

に視察でも聞き及んだこともあるので。 

例えば、児童センターの件が御質疑にありました。あるいは、医療費助成もありました。

あと保育料でしたか。あと保育士確保、そのほかいろいろありました。 

やっぱりそういう質疑で、例えば、保育料に関して、中川原委員でいえば、無償化の御意

見、御質疑がありましたし、西依委員でいえば、在宅して保育している方への助成に関する

意見とか、御質疑がありましたので、いろんな考え方があっていいと思うんです。 

ただ、いずれにしても支援の拡充について、こういういろんな考え方があって御意見、御

質疑があってるわけなんです。鳥栖市で支援を拡充させていくっていうのは、何の観点でも

いいので、少なからず少子高齢化の割合を変えるんです。よそと差をつけて、子供を育てや

すいまちっていうのが一歩リードすれば、子供の出生率が下がるのに歯止めをかけて、少子

高齢化率はそれ以上、上がらない、あるいは歯止めをかけるっていうふうになると思うので。 

執行部としても今、国の示された方針に基づいてしっかり早くやっていらっしゃるのはす

ごく理解ができていますけど、鳥栖市の現状に一番ふさわしかったり、今、必要とされてい

る市民ニーズは何かっていうものも調査もしますので、やっぱりこの辺りを全部把握するこ

とって相当時間もかかりましょうから、様々な機会を通じて、庁内横断的でもいいです、あ

るいは議会とかでもいいです。課を飛び越えて、議論とか検討、協議を進めていっていただ

きたいと私からも御要望を申し上げておきます。 
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それでは、質疑は終わりたいと思います。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  報告（こども育成課） 

 

   公立保育所給食における異物混入について 

 

樋󠄀口伸一郎委員長 

質疑は終わりまして、次に議題にはございませんが、執行部から御報告の申出があってお

りますので、これをお受けしたいと思います。 

資料を配付したいと思います。 

    〔資料配布〕 

それでは、報告をお願いしたいと思います。 

高松隆次こども育成課長 

こども育成課より御報告いたします。 

新聞等々でもう御覧になられた方もいらっしゃると思いますが、公立保育所給食における

異物混入について報告いたします。 

鳥栖市立保育所、小鳩園におきまして、令和６年11月21日木曜日、昼食において午前11時

40分頃事案が発見されました。 

品目としましてはみそ汁でございまして、当日の給食提供児童数は96人ございました。 

事前の園長の検食の際には異常が確認されなかったとの報告を受けております。 

発見時の状況については、年長のお子さんがみそ汁を食べようとしたところ、黒い破片に

気づきまして、保育士へ報告がされております。 

物につきましては、長さ２センチ、幅１センチ、暑さ0.5センチ程度の黒い物体でございま

した。 

具材を煮るときに両手鍋を使用しておりましたけれども、具を移し替えるときに、劣化し

ていたプラスチックが崩れてかけて、材料の中に混入したと。調理員の方は破片について取

り除いて確認をしたようではございましたけれども、実際に混入した部分が残っていたとい

うような状況でございます。 

給食提供はもう既に開始しておりまして、混入状況の把握は困難であったため、当該食品

の提供を停止して、回収をしております。 
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０歳から３歳児のお子さんに関しては早めに給食をスタートしておりましたので、持って

いる給食の半分程度は進んでいたと。 

４歳、５歳児については、給食を配膳して食べようとしたところの段階であったため、ほ

とんど食べてはいなかったというようなことで聞いております。 

その後、各児童に確認してもらったところ、体調不良やけが等の訴えはございませんでし

た。 

これにつきましては、当日保護者にも保育所のほうから説明をして、健康状態等々の確認

をして、問題がないと聞いております。 

今回を受けまして再発防止ということで、今後このような事案が発生しないよう、各市立

保育所に対して、今回の事案について周知をいたしました。 

さらに翌日、調理器具等の点検と管理、また今後、食材に異物混入した恐れがある場合は

もう使わずに廃棄するよう徹底することといたしております。 

また木曜日につきましては、当日、市長にまで報告しまして、正副議長、正副委員長のほ

うに報告いたしまして、その後、プレスリリースということで記者発表しているところでご

ざいます。 

以上、御報告いたします。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

ありがとうございます。この際ですので、確認したいことや御意見等がありましたら、お

受けしたいと思います。挙手にて御発言をお願いします。 

牧瀬昭子委員 

この原因の発生状況というところで、劣化していた取っ手とあったんですが、おおよそ何

年ぐらい使っていたものでしょうか。この再発防止策というところで、調理器具の管理とあ

ったので、劣化していたっていうものも、崩れていたから分かったんじゃないかなと思うか

ら、今後どういうふうな管理をされるのかっていうのが知りたくて聞きました。 

脇友紀子こども育成課長補佐兼保育幼稚園係長 

申し訳ありませんが、何年使用かっていうところまでは確認しておりませんが、園長に確

認しましたところ、鍋自体はさほど古いものではない、ただ、ガスバーナーでかなりの火力

でしておりますので、鍋のところを熱が伝って上がるので、プラスチック自体がすぐ劣化し

やすいということで、園長からも今後、全てアルミ製のものに取り替えるということで、そ

の鍋はもちろん使用をしておりませんし、新しいものを発注しているという状況です。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

いいですか。ほかにありませんか。 
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中川原豊志委員 

まず、２センチと１センチというとかなり大きいですね。まず、この配膳はどなたがされ

ているんですか。子供に対する配膳。 

脇友紀子こども育成課長補佐兼保育幼稚園係長 

給食室でつぎ分けております。 

中川原豊志委員 

そのときに、ここに書いてあるように、取っ手が破損した。だから、取っ手の一部が破損

したんじゃなくて、取っ手ももう少し大きいものが破損して、それも一緒に鍋の中に入って、

大きいものは取り上げたけれども、これだけ見つからなかったということで、配膳した形に

なっているんですか。それとも、この部分だけが破損したのを気づかないでやったのか。 

古賀達也健康福祉みらい部長 

報告によりますと、みそ汁の具材で、サツマイモを今回破損した鍋でゆでていたと。ゆで

終わってざるに上げるときに、取っ手が破損して、その破損した一部が床に落ちていたと。

破損した部分はもう床に落ちていただけなんだというところで、ざるの具材の中にはそうい

う今回見つかった分が分からなかったので、破損した部分は回収したという思い込みがあっ

て、具材をみそ汁に投入したというところが今回、原因かと思いますので、再発防止であり

ましたように、入っているかどうか確認をするのも当然ですけど、そういう恐れがあるとき

は、もうその食材は使用しないということを今後は徹底したいというふうに考えています。 

以上でございます。 

中川原豊志委員 

ほかの部分が床に落ちていたんで、それが破損した部分ということで、異物混入した分に

ついては入っていると思わなかったと。でも、２センチと１センチだったら、配膳するとき

に気づかんのかなと思いますが。ぜひ注意をしていただきたいというのと、２年前か３年前

に、中学校の給食に２度も３度も重なったごとして、異物混入があって、中には金属片とか

いうものもあって、本当に口に入れて命に影響を及ぼすようなものもあるようなことがあっ

たんで。 

やっぱり結構シビアになっているところもあると思うんで、たまたまプラスチック片で見

つかったからいいものの、食材とか食器類、また、作る鍋とか、そういったものに対しての

日々の管理を徹底していただくように、要望しかありませんので、お願いをしておきます。 

本当に病気や命に関わるようなことが起きてからじゃあ遅いと思いますんで、よろしくお

願いします。 

樋󠄀口伸一郎委員長 



- 32 - 

 

よろしいですか。 

    〔発言する者なし〕 

それでは、執行部からの御報告は終わります。 

執行部退室のため、暫時休憩いたします。 

 

  午後２時57分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午後３時11分再開 

 

樋󠄀口伸一郎委員長 

再開します。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  所管事務調査 

 

   現在の施設の状況及びグラウンドの不足について 

 

樋󠄀口伸一郎委員長 

これより大項目のスポーツ環境について２項目、委員間協議を行いたいと思います。 

最初に現在の施設の状況及びグラウンドの不足について委員間協議を行いたいと思います。 

この件につきましては、今のメンバーになる前からグラウンドに関してはずっとありまし

た。 

現在の施設の状況も含めて、これまで執行部からの聞き取り、質疑応答、一般質問等も含

め、いろいろ議論してまいりましたが、今後、委員会としてどのように執行部にアプローチ

を行うのか――後押しの意味でもですね――について皆さん方の御意見とか、御要望を聞か

せていただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

御発言のある方は挙手にてお願いをいたします。 

西依義規委員 

これは現在の施設状況ではなくて、スポーツに関する施設の状況ということで、例えば、
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市民プールがなくなったとかもいいですか。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

全部含めてです。 

西依義規委員 

皆さんの意見も分からんけど、市民プールというか、プールは今ないじゃないですか。市

民プールがない状況で、プールなり温水プールが、やっぱり市民には必要なのか、必要じゃ

ないのかという部分を、まず統一見解できんと話が進まないのかなと思うんですけど。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

これはどうでしょうか。市民プールとか温水プールに限定するのかでも変わってきますし、

プールとしてくくれば、また範囲は広くなると思います。あとプールとグラウンドですね。 

これに関してはもう長年ずっと四、五年にわたってやっていますんで、プールについても

御意見ありましたけど、まずはプールについて、委員会として統一見解が得られれば。 

中川原豊志委員 

プールについては、健康スポーツセンターの実施計画も出来て、一旦、棚上げというか、

後送りの状況だけれども、健康スポーツセンターという考え方じゃなくて、一番は今後の学

校プールの在り方をある程度整理をした中で、プールの在り方というものを再度考えたほう

がいいのかなと思いたいなと……。ちょっと休憩してもらっていいですか。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

暫時休憩します。 

 

  午後３時16分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午後３時49分再開 

 

樋󠄀口伸一郎委員長 

再開します。 

今、休憩中いろいろ御意見を伺いましたけど、現在の施設の状況及びグラウンドの不足に

ついては、まず、プールとグラウンドが大きく出ておりまして、プールについては健康プー

ルや学校の授業でプールがあっていますけど、まず、執行部の教育部に水泳授業の委託につ

いて、しばらく期間もたっているので、現在の状況とか、あるいは来年度からの方針とか、
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考え方をまず確認したいと思いますので、次回以降のタイミングで、まずそれを年度内じゃ

ないといけないんで、定例会に関わりにくいところで１回聞き取りをしたいと思います。 

今、委員会としてはプールについては市民にとって必要であるというところの考え方は一

つにまとまっているように思いますので、公設民営とか民設民営にはかかわらず、聞き取り

も含めてどのようなやり方で執行部にアプローチをしていくのがいいのかっていうのを、１

回聞き取りの終わった後にまた設けて、１回じゃなくて、またその次の回とかでまた御意見

を、プールに関しては頂ければと思いますので。 

それでよろしいですか。 

    〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

また日程については後日調整をさせてもらいます。 

それともう一つはグラウンド。これについてはもうずっと長年議論をさせていただいてお

りますので、一つ委員会の決議として、委員会決議じゃなくて、本会議決議の決議として委

員会から執行部のほうに後押しの意味でもアプローチしたいと思いますので、文面には皆様

から頂いた御意見を含めて、文面に前段を書いて、記し書きとして調査費の確保によって具

体的な可能性を出していただくことや、あるいは基本方針とか基本計画ですね、これの策定

を先に検討することによってグラウンド整備事業に拍車をかけていただきたいというような

決議文の案をたたき台として、そこを正副委員長に御一任いただければと思うんですが、よ

ろしいでしょうか。 

    〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

たたき台が出来ましたらまた皆さん方に御意見等頂いて、慌てず急ぎながら形にしていき

たいと思いますので、また皆さん方の御意見とかをよろしくお願い申し上げます。 

２点目については終わります。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

   高齢者・障害者の健康づくりについて 

 

樋󠄀口伸一郎委員長 

続きまして、スポーツ環境についての２つ目ですね、この中で高齢者・障害者の健康づく

りというのがテーマに上がっております。３項目めです。 

委員間協議を行いたいと思いますんで、この件に関しては今後、これはまだ執行部を呼ん

での聞き取りとか現状確認とかはできておりませんので、進め方ですね、方針。 
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例えば、執行部に最初に現状確認をするのか、それとか、まずは委員間協議を行って、そ

れ自体を決めていくのか。もっと違うやり方で進めようっていうところの御意見を頂ければ

と思うので、よろしくお願い申し上げます。 

先ほどの健康プールはそこに絡めてもいいですけど、御発言を。これはまず何で上がった

のかを皆さん覚えていらっしゃいますか。大項目の３項目めに小項目で上がっていますけど、

なぜ上がったかをいま一度思い返していただければ。 

暫時休憩します。 

 

  午後３時51分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午後４時４分再開 

 

樋󠄀口伸一郎委員長 

再開します。 

３点目の高齢者・障害者の健康づくり、スポーツの一環としてこれを協議を行うことにつ

いて休憩を取って御意見を伺いましたが、方針としてはまずは、担当課のスポーツ振興課の

ほうに、先日行われた国スポ・全障スポ、このテーマに絡むところ、高齢者や障害者という

ところに絡むところで、実際どのように行われたかっていうような見解と感想、課題まで聞

けたら、そこをまず聞くことによって、そこで御質問等されて、その後また委員会でどのよ

うにまとめるのか、そこで終わるのか、あるいは改善が必要なことを委員間で協議してまと

めるのかというところで進めたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

    〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

御意見ありがとうございました。 

日程調整については、また定例会も入りますので、正副委員長に御一任いただきたいと思

いますけど、よろしいでしょうか。 

    〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

そうしたら、また打診案が出来次第、皆様にお諮りをさせていただきます。 

それでは、これについても以上で終わりたいと思います。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 
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樋󠄀口伸一郎委員長 

ということで本日の日程は全て終了いたしました。 

これをもちまして文教厚生常任委員会を閉会いたします。 

 

  午後４時４分閉会 
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